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２ 成育基本法の制定 

2018 年（平成30）年12 月 14 日に「成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医

療等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律」（成育基本法）が公布された。施行日

は公布の日から１年以内において政令で定める日で、法律の概要は以下のとおりである。 

１）目的・定義 

成育過程にある者等に対し必要な成育医療等を切れ目なく提供するための施策を総合的に推進するため、成

育医療等の提供に関する施策に関し、基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務等を明らかにし、成育医療

等基本方針の策定について定めるとともに、成育医療等の提供に関する施策の基本となる事項が定められた。 

この法律において「成育過程」とは、出生に始まり、新生児期、乳幼児期、学童期および思春期の各段階を

経て、おとなになるまでの一連の成長の過程をいい、「成育医療等」とは、妊娠、出産および育児に関する課

題、成育過程の各段階において生ずる心身の健康に関する問題等を包括的にとらえて適切に対応する医療およ

び保健ならびにこれらに密接に関連する教育、福祉等にかかるサービス等をいう。 

 
 
（出典：社会福祉士養成講座、介護福祉士養成講座、精神保健福祉士養成講座 別冊 2019 社会福祉制度等の主な動きとポイント） 
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